










































































いたします）。そこで、 NupX と β-catenin が
大腸癌細胞内で相互作用しているか否かを確か
めるため、ヒト大腸癌細胞株 HCT116 を用い





Wnt シグナルがない場合、NupX によって β
-catenin の核内移行が抑制されていますが、大
腸癌ステージ 2 のように NupX 量が低下する
と β-catenin が核内に移行することを表してお
り、NupX が大腸癌において Wnt シグナルの
新しい調節因子として機能していることが示唆
されます。 
　今後、NupX と β-catenin の相互作用に関す
る薬剤が開発され、β-catenin の核内蓄積を抑
制することができれば、大腸癌の進行を抑制す
ることができるのではないかと期待していま
す。
　最後になりましたが、本研究の遂行にあたり、
貴重な研究助成金を賜りました大阪癌研究会に
深謝申し上げます。貴財団のますますのご発展
を心よりご祈念申し上げます。
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